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西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

山

岡

亮

戦
後
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ
農
業
は
幾
多
田
困
難
な
問
題
に
当
国
し

τ
H
る
。
「
ォ
λ

ト
L

ル
ベ
L

農
業
地
域
の
喪
失
、
東
欧
諸
国
よ

り
の
難
民
心
受
入
か
、
経
済
自
由
化
目
下
で
の
国
外
農
業
と
の
競
和
、
等
々
の
一
つ
一
つ
が
西
ド
イ
ツ
白
農
業
構
造
に
か
か
わ
る
問
題

を
含
ん
で
い
る
。
し
か
も
西
ド
イ
ツ
農
業
は
現
在
農
業
白
歴
史
的
発
達
の
上
か
ら
考
え
て
、
重
大
な
転
換
期
に
立
っ
て
い
る
。

九
世

紀
初
頭
シ
ェ
タ
イ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
農
民
解
放
を
契
機
と
し
て
、
約
二

O
O万
ヘ
ク
タ
ー
ル
白
土
地
は
大
土
地
所
有
著
白
手
中

に
集
中
し
、
農
民
た
ち
は
日
属
労
働
者
層
に
治
ち
入
り
、
或
は
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
た
。

一
八
四
八
年
の
革
命
と
共
に
は
じ
め
亡
と
の

動
み
を
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
心
プ
ロ

γ
ヤ
宰
相
フ
ラ
イ
へ
ル
・
フ
4

Y

・
7
y
ト
イ
フ
ェ
ル
は
一
八
五

O
年
目
買
戻

法
に
よ
り
、
国
立
地
代
銀
行
を
創
立
し
た

n

己
れ
を
大
土
地
所
有
者
と
農
民
と
の
問
。
信
用
機
関
と
し

τ役
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
兵

体
的
に
は
己
の
と
き
か
ら
所
謂
農
民
追
放
が
モ
白
進
行
を
と
め
た
。

一
九
四
五
年
ド
イ
ツ
崩
壊
後
、
現
在
東
ド
イ
ツ
の
側
か
ら
は
「
農

民
追
放
」
の
戦
後
版
と
称
せ

b
れ
て
い
る
「
農
業
構
造
改
善
」
計
画
が
登
場
し
た
。
己
の
計
画
が
は
た
し
て
「
農
民
追
放
白
役
割
主

演
じ
る
か
、
或
は
農
民
創
出
的
役
割
を
演
じ
る
か
は
誠
に
興
味
あ
る
問
題
と
い
わ
ね
ば
た

b
な
い
。
更
に
技
術
発
展
白
視
点
か

b
見
る

西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

第
八
十
六
巻

五

九

第
六
号



西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

第
八
十
一
ハ
巻

。
第
六
号

と
よ
仔
」
、

一
九
世
紀
白
前
半
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
-
テ
1
ヤ
に
よ
る
新
し
い
農
業
経
営
方
式
導
入
を
技
術
推
進
の
第
一
局
面
と
す
れ
ば
、
第
二

は
一
九
世
紀
後
半
の
リ
イ
ピ
ヅ
ヒ
に
主
る
生
物
学
白
側
面
広
お
け
る
技
術
進
歩
で
あ

p
、
第
三
は
一
九
二

0
年
代
に
治
け
る
農
業
機
械

の
導
入
に
よ
る
技
術
推
進
の
新
局
闘
で
あ
り
て
、
大
経
営
の
経
済
的
危
機
は
、
経
済
恐
慌
に
よ
る
ば
か
り
で
左
く
、
余
り
に
急
速
な
過

度
の
技
術
化
の
生
み
山

L
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
モ
白
結
果
は
皮
肉
に
も
莫
大
な
土
地
が
内
地
植
民
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
。
現
在
は

正
に
技
術
推
進
D
第
四
の
局
面
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
西
ド
イ
ツ
農
業
の
一
連
の
モ
ー
タ
ー
化
に
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。
己
白
よ
う
に
見
る
と
き
、
西
ド
イ
ツ
農
業
は
重
大
な
一
つ
の
転
換
期
に
立
っ

τい
る
。
尚
そ
の
上
農
業
政
策
主
体
の
変

化
が
問
題
と
た
る
。
ド
イ
ツ
資
本
主
義
を
質
的
に
特
徴
づ
け
、
そ
れ
と
有
機
的
結
合
関
係
に
あ
っ
た
ユ

Y
カ
ー
は
東
西
ド
イ
ツ
の
分
割

と
東
ド
イ
ツ
の
徹
底
的
な
土
地
改
革
に
よ
り
、
モ
白
基
盤
を
失
い
、
政
治
的
・
経
済
的
権
力
主
喪
失
し
た
結
果
、
今
の
と
乙
ろ
、
戦
前

の
よ
う
に
農
業
政
策
主
体
の
役
割
を
保
つ
亡
い
る
と
は
考

i
bれ
在
い
。
現
在
も
依
然
と
レ
亡
、
シ
戸
ン
ス
ヴ
ィ
三

n
ホ
ル
γ
ュ
タ
イ

ン
、
ニ

l
ダ

I
ザ
ク
セ
ン
に
は
大
土
地
所
有
者
は
見
ら
れ
る
し
、
大
山
林
地
主
も
多
く
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

L
は
過
去
の
ユ

γ
カ
l

と
同
列
の
意
義
を
持
ち
得
る
も
の
で
は
な
い
。
高
度
に
発
展
し
た
独
占
資
本
主
義
国
に
治
け
る
農
業
政
策
の
主
体
と
し
て
の
独
占
資
本

が
前
回
に
お
し
出
さ
れ
て
来
る
。
ユ
ン
カ
1
ト
ゥ
ム
臼
解
体
は
、
大
資
本
自
ら
の
手
で
農
業
政
策
決
定
の
任
を
負
う
己
と
と
な
ヲ
た
。

こ
こ
か
ら
も
西
ド
イ
ツ
の
農
業
が
一
ヲ
の
転
換
期
に
立
つ
亡

W
る
と
い
う
認
識
が
生
れ
て
来
る
。

こ

ω
主
う
に
種
々
心
意
味
で
重
要
な
転
換
期
に
立
ち
、
同
時
に
困
難
な
諮
問
題
に
直
聞
し
て
い
る
西
ド
イ
ツ
む
農
業
は
現
在
ど
の
よ

う
た
栴
造
を
も
つ
か
を
、
そ
ζ

で
と

b
れ
て
い
る
農
業
政
策
の
基
韓
と
し

τ
の
客
観
的
条
件
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
主
要

課
題
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 
京
独
か
ら
の
農
民
家
族
難
民
の
み
で
阿
O
万
人
に
の
ぼ
る
。
彼
等
は
農
民
と
し
て
の
定
請
を
欲
し
て
い
た
。
由
L
西
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
中
四
万
人



を
専
業
決
家
主
し
て
く
み
入
れ
、
約
五
万
人
を
土
地
持

ち
の
第
二
租
兼
業
農
家
た
ら
し
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

ぐ
也
〉
宮

5
5
m
o
E
2
5
p
m
w片
印
O
N
M
己
σ
冨
自
宮

5
H

t
n
y邑
F
H
p
m
d
Mロ
mω]VH64EW
。-H
Z
H
H
P
]
Z
m∞
凹
印
(
〕

ω
主
と
し
て
問
題
は
既
に
這
え
し
た
ヨ
ロ
ッ
パ
共
同

市
場
加
盟
の
諸
国
間
に
お
け
る
品
業
自
体
の
競
争
力
如

何
に
あ
る
e

一
九
五
八
年
当
時
農
相
で
あ
っ
た
り
1

フ

ケ
は
少
く
と
も
イ
六
年
間
に
共
同
市
場
態
勢
右
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
向
と
語
っ
て
い
る
。
〈
R
p
p
c
m

む

切
か
つ
て
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
特
殊
牲
を
規
定
し
て
い

た
「
ユ

γ
カ
!
日
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
」
が
、
東
ド
イ

ツ
の
土
地
改
革
に
よ
っ
て
う
し
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
に

つ
い
ト
て
、
東
ド
イ
ツ
心
学
者
間
に
論
争
が
行
わ
れ
て
い

る
。
詳
細
は
崎
山
耕
作
、
「
西
ド
イ
ツ
の
農
業
政
慌
に

つ
い
て
の
若

I
の
同
組
」
、
「
経
済
学
雑
誌
」
、
筋
四

O

巻
、
晶
一
号
、
二
二
五
|
一
二
三
頁
u

参
照
。

段
」
伺
に
困
ド
イ
ツ
に
お
け
る
現
在
の
農
業
構
造
を

見
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

農
用
地
面
積
刷
農
業

四
ド
イ
ツ
の
農
業
僻
造
に
つ
い
て

用地面積別農業経営数ならびに農刊地雨積とその分布
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第 1表

第
八
十
六
巻

第
六
ぢ



西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

第
八
十
六
巻

十/、

第
六
月

i'B 

経
川
恒
数
な
ら
び
に
農
用
地
面
積
と
、
モ
の
分
布
は
第
一
表
の

ι沿
り
で
あ
る
。

産
業
構
造
を
階
層
区
分
の
視
点
で
と
ら
え
る
場
合
、
農
用
地
面
積
別
統
計
は
一
応
の
指
標
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
又
土
地
所
有
関
係
に

つ
い
て
の
統
計
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
二
つ
の
基
本
ー
的
官
庁
統
計
書
で
あ
る
ミ
印
耳
寄
付
E
2
2
7冒
百
σ
V

自小作別経営数ならびに経営面積(単位 10QC又は 10001ia)

l自作地経営利自作地経世f面積 三地経国放I'J世間中

E:1止 2651.7 

2548.0 

第2衰

|附f
年

皆
同
止
。
国
己
昌
也
君
百
咽
己
〕
E
-
洲
口
。
E
m
n
E
m
戸
畏
円
、
、
印

Z
Uえ
5
0
7
0印
】
巴
町
民

σ戸
口
H
H
G
げ
日
開
H

白川口戸同ロロ四

F
P
ロ仏語、足首わ
Fmv
同伴出ロ巴

同
0
2
古
ロ
ョ
に
は
土
地
所
有
の
統
計
は
一
九
四
九
年
四
も
の
の
外
見
当
ら
な
い
。
前
者
の
一
九
五
九
年
阪
に
よ
り
工
地
所
有
関

係
を
農
地
改
革
前
一
九
一
ニ
九
年
と
農
地
改
一
羊
実
施
中
の
一
九
四
九
年
一
九
五

O
年
と
を
対
比
し
て
示
せ
ば
、
第
一
表
の
如
く

で
あ
る

つ
い
で
に
こ
こ
で
西
ド
イ
ツ
り
農
地
改
一
草
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
く
な
ら
ば
、

一
九
四
六
年
の
占
領
軍
に
よ
る
土
地
改
革

指
令
に
も
え
づ
き
、
-
九
四
六
年
一
九
四
八
年
各
州
で
土
地
改
革
法
が
公
布
さ
れ
、
実
施
に
う
つ
り
、
一
九
五
二
年
に
連
邦

憲
法
裁
判
所
に
お
い
て
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ

1
ホ
ル
γ
ュ
タ
イ
ン
の
「
土
地
改
革
の
た
め
の
土
地
譲
渡
法
」
に
た
い
し
違
憲
判

決
が
下
さ
れ
、
土
地
改
革
が
事
実
終
了
を
見
、
一
九
五
二
年
六
月
の
小
作
法
に
よ
り
、
純
然
た
る
現
物
小
作
が
ゆ
る
さ
れ
て
、
逆

転
す
る
に
至
る
聞
の
西
ド
イ
ツ
土
地
改
革
の
実
績
は
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
ロ
東
ド
イ
ツ
の
土
地
改
革
は
一
一
一
八
九
九
九

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
白
土
地
が
五
五
九

O
八
九
の
農
民
に
分
割
引
渡
さ
れ
た
の
に
対
し
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
四
五
年
か

ら
一
九
五
二
年
目
聞
に
収
用
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
私
有
地
は
一

O
八
五
一
一
一
一
ヘ
グ
タ
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
は
入
植
目
的

の
た
め
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
の
文
献
に
「
土
地
改
革
法
に
も
と
づ
い
て
、
収
用
す
べ
き
土
地
と
し
て
約
一

(υ万
ヘ

ク
タ
ー
ル
白
土
地
一
か
権
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
の
大
工
地
所
有
占
白
工
地
所
有
の
じ
つ
に
一
・
八
%
に
し
か
あ
た
ら
な

土
地
の
受
給
資
格
を
も
つ
も
の
が
三

O
万
人
以
上
も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
わ
ず
か
な
面
積
の
土
地
さ
え
分

配
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
と
D
d
て
い
る
の
も
誇
張
と
は
い
え
な
い
。
右
に
か
か
げ
た
土
地
所
有
に
関
す
る
統
計
に
よ
っ
て
も
、



小
作
地
経
営
数
、
小
作
地
面
積
共
に
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
自
作
地
経
営
数
、
自
作
地
図
積
共
に
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
要
す
る
に
西
ド
イ
ツ

で
は
土
地
改
苧
は
大
土
地
所
有
者
の
手
余
り
地
主
有
利
に
手
ぱ
な
す
に
役
立
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
そ
の
結
山
市
と
し
て
の
西
ド
イ
ソ
に
お
け
る
農
業

構
造
の
変
色
は
注
目
す
る
に
足
る
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
表
に
戻
ろ
う
。

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
い
た
る
期
聞
に
は
農
用
地
同
積
二
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
臼
経
宵
数
は
約
五
六
、

。00戸
減
少
し
、
こ
か

b
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
経
常
数
は
約
一

O
万
戸
、
五
か
、
b
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
経
営
数
は
約
三
回
、

0
0
υ
戸
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

一
O
か
b
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
経
常
数
は
一
九
、

0
0
0戸
、
二

O
か
ら
五

O
へ

ク
タ
ー
ル
ま
で
の
経
営
数
は
五
、
三
一
υ
O
戸
、
五

O
か
ら
一

O
O
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
経
営
数
は
七

O
O戸
増
加
し
℃
い
る
。
即
ち
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
経
針
数
は
約
一
九
一
、

0
0
0戸
減
少
し
て
悼
る
の
に
、
一

O
か
ら
一

O
O
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で

ω
経
営
数
は
二
五
、

0
0
0戸
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
更
に
一

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
用
地
出
積
を
経
営
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
一

O
U戸
ω減
少

と
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
一

O
へ
グ
タ
ー
ル
以
下
各
層
、

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

両
極
の
減
少
、
一

O
か
ら
一

O
O
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
各
層
の
時
加
、
己
と
に
一

O
l二
O
へ
グ
タ
l
作
の
顕
著
た
増
加
が
み
と
め

b

れ
る
。
こ
り
一

O
i
一
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
顕
著
た
増
加
を
ど
の
よ
う
に
性
格
づ
竹
る
か
は
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
解
明
に
重
要
な
意
味

一

の

二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
階
層
を
大
経
営
と
見
る
と
き
は
「
中
小
農
を
犠
牲
と
し
た
大
経
営
の
伸
張
」
と
い
う
こ
と
に
伝

を
も
っ
。

る
L
、
或
は
こ
の
階
層
を
小
農
と
見
る
立
場
に
立
て
ば
、
「
独
占
資
本
に
よ
る
小
農
保
護
政
策
」
白
結
実
と
み
在
す
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
、
っ
。
更
に
わ
が
国
の
諸
学
者
た
と
え
ば
故
栗
原
百
和
、
綿
谷
魁
十
刊
の
両
氏
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
独
占
段
階
に
治
け
る
中
農
標
準

化
」
或
附
石
渡
貞
雄
氏
の
「
独
占
資
本
下
の
中
農
層
肥
大
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
階
層
を
中
農
と
規
定
す
る
こ
と
も
当
然
考
え

b

し
】
o

f
y
a
 

西
ド
イ
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八
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第 3表

昨営経

民fた

経

4.7 

50.9 

3.2 

1.6 

7.9 

52.5 

活
八
十
六
巻

フ勺

四

第
ι
ハ
号

ノ、

こ
白
問
題
に
立
入
る
に
あ
た
っ
て
、
レ

l
ニ
ン
が
一
九

O
七
年
の
ド
イ
ァ
に
お
け

0.9 

る
セ
ン
サ
ス
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
行
っ
た
階
周
区
分
の
規
定
を
ふ
り
か
え
っ
て
見

ょ
う
。
第
三
表
は
彼
が
白
家
労
働
力
に
刻
す
b
=医
用
労
働
力
の
関
連
で
、
農
業
経
営

2.1 

を
階
層
医
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
現
代
農
業
の
資
本
主
義
的
構
造
」
、
レ
I

ニ
ン
全
集
、

第
十
六
巻
、
凹
五
主
頁
。
)
こ
の
表
の
中
で
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
白
土
地
を
も
っ
「
経
営

3.0 

主
」
白
大
多
数
は
、
そ
の
本
業
か

b
す
る
と
賃
金
労
働
者
で
あ
る
。
当
時
多
数
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
「
経
営
主
」
に
は
尚
資
本
主
義
の
も
と
で
の
農
奴
制
白
直
接
心
残
存

が
、
休
抗
さ
れ
て
hv
た
と

ν
l
ニ
γ
は
考
え
て
い
る
。
農
民
的
経
常
の
部
に
入
れ
、
回

れ
て
い
る
の
は
、

一
方
で
は
大
多
数
の
農
耕
者
が
独
立
経
営
主
に
属
し
、
他

h
で
は

均

自
家
労
働
者
数
が
雇
用
労
働
者
数
よ
り
も
多
い
よ
う
な
諸
群
で
あ
る
。
長
民
的
経
蛍

の
在
か
か
ら
一

O

二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
白
群
が
べ
つ
に
と
り
だ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

賃
金
労
働
者
は
一
経
営
あ
た
り
平
均
一
・
七
人
に
中
な
っ
て
い
て
、
高
就
航
労
働
者
を

べ
つ
に
わ
け
る
と
、
ど
の
経
告
も
賃
労
働
を
常
時
供
用
せ
ず
に
は
干
つ
℃
い
け
た
い

こ
と
が
明
ら
か
に
友
る
。
こ
の
群
を
従
っ
て
レ

l
一一
Y
は
「
大
農
」
す
な
わ
ち
農
民

王

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
し
て
規
廷
し

τ
い
る
。
農
民
的
経
常
臼
大
多
数
は
独
立
耕
作
者

で
あ
る
が
、
モ
心
中
一
一
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で

ω経
常
と
一

O

二

O
へ
ク
タ
l

ル
の
も
の
を
明
瞭
に
区
分
し
て
考
え
て
い
る
。
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
白
も
の
は
一
極



用
労
働
者
数
の
ほ
う
が
自
家
労
働
者
数
よ
り
も
多
い
経
常
と
い
う
意
味
で
、
資
本
主
義
的
経
蛍
群
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。

レ
l

一一
γ
が
一
九

O
七
年
の
セ
ン
サ
ス
に
も
と
づ
い
て
規
定
し
た
当
時
の
ド
イ
ツ
農
業
経
営
の
階
屑
区
分
が
約
半
世
紀
後
の
今
日
モ

の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
か
と
う
か
に
つ
い

τは
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
石
波
氏
は
一
九
五

O
年
心
西
ド
イ
ツ
の
セ

y
サ
ス
に
も
と
づ
い

亡
製
作
算
出
し
た
階
屑
区
分
に
よ
っ

τ

V

1
一
一
γ
白
去
と
対
照
し
、
西
ド
イ
ァ
に
ユ
γ
ケ
ル
的
大
経
常
が
左
い
こ
と
、
あ
ヮ
て
も
少
た

W

こ
と
な
と
、
直
接
比
較
す
る
こ
と
白
不
可
能
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
両
者
の
相
違
を
、
第
一
に
、
同
一
の
経
営
両
積
規
模
に
対
L
、

使
用
労
働
力
量
が
減
少
し
て
き
亡
い
る
こ

L
。
モ
し
て
こ
れ
は
労
働
の
生
産
力
の
増
大
を
意
味
す
る
己
と
。
第
二

K
、
と
〈
に
雇
用
労

働
力
白
使
用
量
白
減
少
が
日
立
フ
て
い
る
己
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
一

O
l二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
「
大
農
」
か

b
中
農
層
に

低
下
し
て
W
る
と
の
べ
て
い
る
、
(
石
渡
貞
雄
氏
「
農
業
浬
論
入
門
」
、

一
九
五
七
年
、
入
。
氏
以
下
参
照
。
)
石
渡
氏
の
問
書
八
一
頁
に
か
か
げ

た
表
は
崎
山
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

(
崎
山
氏
上
拘
論
文
一
二
λ
頁
参
照
u

〉

「
農
用
地
咽
積
」
と

「
経
営
面
積
」

と
の
混

同
に
よ
っ
て
、

一
経
営
あ
た
り
の
常
就
的
雇
用
労
働
者
を
不
当
に
低
く
見
積
る
結
果
に
在
っ
て
い
る
己
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
二

O

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
に
つ
い
て
石
渡
氏
の
指
摘
が
ま
と
士
外
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
近
松
浦
利
明
氏
白
一
九
四
九
年
ま

で
の
農
業
労
働
刈
に
つ
い
て
も
り
さ
れ
た
克
明
な
論
文
「
西
ド
イ
ァ
に
治
け
る
農
業
労
働
力
の
動
向
」
付
、
(
「
農
業
総
合
研
究
」
、
第
一
回

荘
、
第
三
号
〉
に
よ
れ
ば
、
「
雇
用
労
働
力
白
占
め
る
比
重
か
ら
経
常
階
層
主
区
分
す
れ
ば
、

五

O
へ
グ
タ
ー
ル
以
上
は
大
体
雇
用
労
働

力
が
中
心

ω
経
営
で
あ
り
、
五
へ
グ
タ
ー
ル
以
下
で
は
一
五
戸
に
一
戸
位
一
雇
用
労
働
刀
に
依
存
し
た
集
約
的
な
経
営
(
主
に
果
樹
、
作
肌

菜
栽
培
)
が
あ
り
、
一

O
I五
O
ヘ
グ
タ
ル
層
は
常
就
労
働
力
の
半
分
は
一
雇
用
労
働
力
で
あ
ツ
て
、
二
戸
平
均
三
人
の
一
雇
用
労
働
が

あ
る
勘
定
に
な
る
。
丘
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
は
家
族
農
業
白
色
彩
が
濃
円
層
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
上
掲
書
、
一
四
九
頁
)
と
の
、
へ

τ
い
る
。
己
の
数
値
の
引
き
出
さ
れ
た
一
九
四
九
年
は
敗
戦
に
よ
る
追
放
者
及
び
難
民
の
流
入
と
彼
等
の
農
業
労
働
者
化
に
よ
ッ
て
、

西
ド
イ
ツ
の
操
業
榊
世
に
つ
い
て

第
八
十
六
巻

汽
五

第
六
号

じ



西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

第 4表農業労働力の推移

| 常就的労働力 ( 非常就的労働力|

長尋当面唇|司加証~9ýil!!;iJ1 iH 

1叩 l l 
1952(53 I 4090 

1951(55: 3760 

1955(56 I 3580 

l-l3出1957(58 I 3309 

490 

630 

670 

710 

76C 

860 

70 

052 

023 

934 56!:$9 

753 5186 1130 360 1 

766 5146 1180 450 1 

701 4931 1210 460 1 

;;53 4743 1240 470 1 

613 4548 1275 485 l 

579 4339 1360 500 1 

552 4132 1450 520 1 

524 3947 1522 53C 2 

500 3809 1484 539 2 

年

第
八
十
六
巻

第
六
号

ノ1

農
村
に
労
働
者
の
噌
加
を
惹
き
治
こ
し
た
年
で
あ
る
。
モ
の
後
西
ド
イ
ツ
産
業

の
復
興
と
共
に
、
己
れ
b
の
農
業
労
働
者
は
急
速
に
姿
を
消
し
て
行
〈
。
己
の

こ
と
を
考
慮
に
加
え
れ
ば
、
雇
用
労
働
力
の
点
で
は
、
松
浦
氏
の
階
層
区
分
の

指
摘
は
一
層
明
確
な
形
を
と
る
筈
で
あ
る
。

t
m
g
z
ω
H
H
R
E
o
m
』
包
月
-ucnF
ロ
F
O吋
開
片
岡
】

mwrH白
ロ
ロ
四
戸
川
氏
丘
d
2
1
ω
n
F
m
w同庁ロロ己

司
。
昌
吉
目
、

.sa・
凹
む
に
よ
ヲ
て

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
白
農
用
地
面

駄
を
も
フ
経
営
並
び
に
家
計
に
お
け
る
農
業
労
働
力
の
推
移
士
表
示
す
れ
ば
、

次
表
の
如
く
で
あ
る
。

(
単
位
一

0
0
0人
)
己
れ
に
よ
っ
て
あ
き
b
か
な
こ
と

は

一
九
二
五
年
或
は
一
九
三
九
年
Z
P
一
貫
し
て
、
し
か
も
少
し
の
例
外
な

く
、
家
族
労
働
力
に
治
い
て
も
、
雇
用
労
働
力
に
お
い
て
も
、
常
就
的
労
働
力

が
減
少
を
続
け
て
行
〈
己
と
、
常
就
的
労
働
力
は
一
九
三
九
年
を
起
点
と
し
て
、

突
に
一
二
七
也

0
0
0人
の
減
少
を
一
不
し
て
わ
り
、
非
常
就
労
働
力
の
五
一
一
一
一
一
一

0
0
0人
の
哨
加
を
差
引
い
て
尚
八
四
四

0
0
0人
の
減
少
と
た
っ
て
い
る
。

雇
用
労
働
力
白
み
に
づ
い
て
い
え
ば
、
常
就
白
も
白
二
五
三

0
0
0人
目
減
少
、

非
常
就
の
も
の
一
ー
也
九

0
0
0人
の
増
加
、
差
引
き
七
回

0
0
0人
の
減
少
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
か
り
に
最
近
一
九
五
五
年
よ
り
五
八
年
ま
で
の
期
間

を
と
り
、
第
一
表
白
経
蛍
数
並
び
に
農
用
地
面
積
の
増
減
と
第
四
表
の
同
期
間



む
雇
用
労
働
力
の
増
減
と
を
見
る
な
る
ば
、
労
働
力
雇
用
心
可
能
性
と
必
要
性
白
圧
倒
的

r多
い
一

O
へ
グ
タ
ー
ル
以
上
を
と
っ
た
場

ム
ロ
経
営
数
は
一
五
六

O
O戸
哨
加
し
、
経
営
一
向
積
は
二
八
万
へ
グ
タ
ー
ル
増
加
し
て
い
る
に
か
か
わ
b
ず
、
常
就
及
び
非
常
就
を
加
え

た
雇
用
労
働
力
は
一
九
五
五
年
/
五
六
年
と
一
九
五
八
年
の
期
闘
を
と
れ
ば
三
三

0
0
0人
の
減
、
一
九
五
四
年
/
五
五
年
と
一
九
五

八
年
白
期
間
を
と
れ
ば
凶

0
0
υ
O入
居
滅
と
な
り
、
農
用
地
問
柏
担
当

p
、
或
は
一
経
営
当

p
の
平
均
雇
用
労
働
力
量
が
著
し
〈
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
一
市
し
て
い
る
。
今
問
題
と
す
る
経
営
を
五
(
グ
タ
ー
ル
以
上
に
ま
で
広
げ
て
見
る
場
合
、
経
営
数
に
治
い
て
は
い
市

O

。
戸
の
減
で
あ
る
が
、
農
用
地
両
較
は
一
六
八

0
0
0
へ
グ
タ
ー
ル
白
増
と
去
り
、

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
場
合
と
か
わ
り
左
く
、

平
均
履
山
労
働
力
の
使
用
量
減
少
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
番
問
庖
な
の
は
常
就
雇
用
労
働
力
で
あ
っ
て
、

一
九
五
四
年
/
一
九
五
五
年

か
ら
一
九
五
八
年
に
七
九

0
0
0人
減
少
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
を
雇
用
す
る
能
力
を
持
ち
、
又
必
要
性
を
も
ワ
二

O
へ
グ
タ
ー
ル
以

上
の
層
は
一
九
五
五
年
か

b
一
九
五
八
年
に
、
経
営
数
に
沿
い
て
四
一

O
O増
加
し
、
農
用
地
而
積
に
お
い
て
一

O
八
0
0
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
増
大
し
て
い
る
事
実
で
あ
っ

τ、
と
己
に
レ
l

ニ
ジ
¢
ド
イ
ツ
農
業
分
析
に
栴
以
来
を
提
供
し
た
一
九

O
七
年
の
ド
イ
ツ
農
業
発

展
段
階
と
現
在
に
お
け
る
段
階
と
の
相
違
白
一
つ
を
見
出
す
。

少
し
資
料
は
古
く
、
し
か
も
バ
イ
エ
ル

y
一
州
の
統
計
で
局
地
的
で
あ
る
う
ら
み
は
あ
る
が
、
パ
イ
一
ム
ル
ン
は
西
ド
イ
ツ
白
各
種
の

型
の
農
業
を
一
州
に
集
中
し
て
い
る
い
わ
ば
西
ド
イ
ツ
農
業
の
縮
小
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
誌
味
で
も
、
又
労
働
力
使
用
白
側
面
か

L

ま
こ
と
に
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
し

τ
い
る
点
で
も
次
表
に
治
日
に
か
け
た
い
。
資
料
は

J
U
H
O
出

mw吋
O円
M
m
n
r
o
円

mwロ
且
巧
E
H
ω
n
F
m
w同
門

Hロ
N
m
w
F
-
o
ロ
ミ
で
、

一
九
阿
五
年
一
九

TRO年
統
計
の
農
業
の
部
分
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

己
白
表
は
同
書
一
八
頁
の
労
働
力
使
用
統
計
表
に
よ
っ
て
作
製
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
農
用
地
而
積
規
模
二

O
へ
グ
タ
ー
ル
以
上
と

以
下
と
で
大
き
な
段
層
の
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
又
二
(
ク
タ
ー
ル
以
下
に
如
何
に
労
働
集
約
的
経
営
が
集
中
し
て
い
る

西
ド
イ
ァ
の
農
業
構
造
に
つ
い
て

第
八
寸
六
巻

矛セ
ーじ

第
六
号

九



西
ド
イ
ツ
の
品
業
構
造
に
つ
い
て

第 5表 ノミイ ι ノレンにおける農業に使用された労働 (1949年〕

| 一丁"， f'r，lilI' 合| 世 I O.5ha以上引経営の
|農用地而積! 山 j 抜 | 用 1m 用 |農用地面杭 lUOha当

営 | 労 | 労 |労 | 地 |りに技工三む主

空 | 主 | 雪 ! 明lT計| E iF512d|届用1
11L;f2;;ii位2|::21121:|ぷ1，ι「ご 10"

2- 5 11024()O 1 2;5一 ;~1~; I ;元194I 4記長I ~;;; i ~~;; I 3.8 

5-20 1 207711 1 507676 1 107073 1 322466 1 21851921 37.61 32.71 4.9 

20-100 1 31274 1 91504 1 89314 1 212092 1 10211161 20.81 12.01 

lOC以上 24ユ 579 1 17712 1 18532 1 1037011 17.91 0.8 i 17.1 

17子同7395I 911073 1ぉ897511山戸両苛到可五

約
八

l

十
六
世

六
八

第
六
日
巧

。

か
を
物
語
っ

τ
い
る
o

そ
白
中
に
は
部
会
地
附
近
の
高
度
な
果
樹
或
は
疏
菜
栽
培
農
家

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
労
働
生
定
力
の
低
さ
を
も
一
川
す
も
白
で
あ
る
。
ム
に
の

べ
た
よ
う
に
一
九
四
九
年
が
敗
戦
後
の
特
殊
な
農
業
労
働
力
白
だ
ぶ
つ
い
た
時
期
に
あ

た
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
こ
の
被
宝
ロ
士
こ
う
む
る
こ
と
甚
し
か
ヲ
た
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
。
己
の
表
の
特
に
重
要
な
意
味
は
農
業
に
お
け
る
経
尚
規
模
と
生
産

関
係
特
に
労
働
力
の
自
家
と
扉
用
と
む
比
率
を
あ
ら
わ
す
と
同
時
に
労
働
生
産
力
的
な

観
点
主
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
バ
と
れ

K
各
規
模
別
の
粗
収
益
及
び
純
収
益
、
更

に
機
械
そ
の
他
不
変
資
本
部
分
を
と
り
入
れ
る
な
ら
ば
十
分
で
あ
る
が
、
と
の
工
う
な

統
計
は
ど
己
に
も
見
当

b
な
い
。
今
こ
と
ろ
み
に
前
に
か
か
げ
た
第
五
表
に
同
書
三

O

頁
の
機
械
ム
川
数
の
統
計
表
に
よ
り
最
近
の
機
械
化
推
進
の
先
頭
に
カ
づ
ト
ラ
ク
タ
ー
台

数
の
数
値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
六
表
を
作
製
し
て
見
た
。
バ
イ
エ
ル

γ
州
が

西
ド
イ
ツ
白
平
均
に
く
ら
ペ
て

f
ラ
ク
タ
l
台
数
が
低
い
こ
と
、
機
械
化
白
問
題
自
体

は
別
に
戦
後
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、

一
九
四
九
年
当
時
の
農
用
地

面
積
規
模
別
に
見
Tこ
労
働
力
の
問
題
と
司ミ
変
資
本
部
分
を
代
表
す
る

フ
グ

タ

所
有

の
関
係
を
、
こ
己
で
と
り
あ
げ
て
見
た
い
。
こ
こ
で
、
自
家
労
働
部
分
が
雇
用
労
働
部

分
の
六
倍
を
こ
え
、

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

0
・
四
台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
装
備
よ
り
も

た
ぬ
、
五
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
階
層
と
、
雇
用
労
働
部
分
が
自
家
労
働
部
分
に
接
近
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刷
調
。
掛

、向、ベ

H
、
ぐ
に
行
甘
ヰ
が
骨
問
通
凍
車
社
山
F

7
叶

w

、、ーす鮮

し
、
一
・
三
台

ω
ト
ラ
ク
タ
ー
を
装
備
す
る
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
一

ω階
層
と
山
間
山
ひ

b
さ
を
明
瞭
に
よ
み
と
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
労
働
カ

ω殆
ん
ど
を
雇
用
労
働
力
に
た
ょ
っ

τ
い
る
こ
と
、

f
-
フ
ク
タ
l
台
数
に
お
い
て
一
・

O
と
い
う

数
値
が
出
て
い
る
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
所
有

ω経
自
数
か
ら
見
れ
ば
各
伺
に
二
台
以
上
主
持
ち
、
こ
の
馬
力
数
に
hu
い
て
他
と
隔
絶
し
て

い
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
己
の
統
計
が
一

O

二

O
へ
ク
タ
ル
、
二

O
I
L
-
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
白
階
層
主
分
け

τ
い
な
W

己
と
で
あ

る
。
モ
の
た
め
に
一
一
O

二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
五
一

O
層
に
若
干
引
き
つ
け
ら
れ
、
二

O

五

O
閉
が
よ
り
上
層
に
引
き
ツ
け
b

れ

τい
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

わ
た
く
し
が
西
ド
イ
ァ
滞
在
中
種
々
の
地
方
の
各
棋
の
農
家
を
凡
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
殊
に
労
働
力

ω
関
係
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
心
一
町
歩
は
ド
イ
ツ
の
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
見
て
大
体
余
り
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
勿
論
ラ
イ
γ
河
ぞ
い
の
ウ

イ
ス
パ

l
デ

γ
よ
り
上
流
地
帯
に
あ
る
プ
ト
ウ
栽
培
地
域
、
或
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
、

ミ
ュ

γ
へ
γ
等
大
都
市
近
郊
に
あ
る
果
樹
又
は
疏
菜

商
ド
イ
ツ
の
農
業
惜
遣
に
つ
い
て

第

八

六

巻

/、
ブL

第
六
号
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園
芸
地
域
等
の
著
し
く
集
約
的
な
経
営
は
別
で
あ
る
が
、
モ
の
他
一
般
に
は
牧
草
地
、
放
牧
地
を
含
め
て
考
え
る
だ
け
、
著
し
く
粗
放

で
あ
る
。
二
戒
は
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
は
正
に
わ
が
闘
の
二
又
は
三
段
百
姓
に
当
っ
て
い
て
、
主
人
は
季
節
労
働
者
と
し
て
国
内
主

わ
た
り
歩
い
て
い
る
例
が
多

w
。
正
に
賃
労
働
者
に
よ
る
農
業
経
営
、
即
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
経
営
に
相
当
す
る
。
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
貧
農
層
、
五
一

O
へ
グ
タ
ー
ル
は
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
典
型
的
た
小
農
周
で
あ
り
、
多
く
は
一
一
向
い
現
物
小
作
料
に
対
し
て
不
平
を

の
ベ
る
階
層
で
あ
る
。

一
O

二

O
へ
グ
タ
ー
ル
に
な
る
と
雇
用
労
働
力
が
必
要
と
な
る
が
、
経
営
費
支
出
心
中
で
労
賃
支
払
部
分
が

ふ
え
る
こ
と
は
著
し
く
苦
荊
で
あ
り
、
む
し
ろ
機
械
化
に
よ
り
不
足
労
働
部
分
を
補
て
ん
し
よ
う
と
つ
と
め
る
。
そ
れ
で
も
非
常
就
的

雇
用
労
働
力
た
し
に
は
す
ま
さ
れ
ぬ
。
レ

1

ニ
ン
が
こ
の
陪
層
は
「
ど
の
経
営
も
賃
労
働
を
常
時
使
用
せ
ず
に
は
苧
っ
て
い
け
友
い
」

己
の
群
を
大
農
経
営
ま
た
は
農
民
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I
と
規
定
し
て
い
た
一
九

O
七
年

白
状
態
と
変
化
し
て
来
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
所
説
家
族
訓
一
農
民
の
中
核
は
と
こ
に
ゐ
か
れ
る
。
地
方
の
自
然
的
経
済
的
条
件
の

差
に
よ
っ
て
、
こ
の
階
層
は
八
ヘ
グ
タ
ー
ル
か
ら
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
さ
が
る
己
と
も
あ
り
、
又
上
限
が
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
あ
が

(レ

l

ニ

γ
全
菜
、

一
六
巻
、
四
五
五
頁
)
と
し
て
、

る
こ
と
も
あ
る
の
年
間
の
粗
収
益
八

0
0
0ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
か
ら
一
六

0
0
0ド
イ
ァ
・

7

ル
グ
と
い
う
階
層
で
あ
っ
て
、
二

O

Z
O
へ
ク
タ
ー
ル
は
大
農
、
五

O
l
-
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
資
本
主
義
的
経
営
と
規
定
し
た
い
。

こ
り
よ
う
に
規
定
し
た
場
合
、

一
O
1二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
白
上
述
の
集
中
傾
向
は
中
農
集
中
化
の
現
象
と
し
て
と
ら
え
ざ
る
を
得

た
い
。
た
だ
わ
た
く
し
は
、
と
れ
を
独
占
資
本
段
階
の
中
農
層
肥
大
化
傾
向
と
呼
ぶ
よ
り
は
、
む
し
ろ
何
故
こ
の
よ
う
な
中
長

n
家
族

型
農
民
が
西
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
増
加
す
る
か
に
つ
い

τ考
え
て
見
た
い
。

川

河

E
ヨ
2
u
E
p
p
m
E口
2
z
z
q
Eロ
ロ
凶
器
ご
ロ
巧
σ
再

E
ロ
C
E骨
E
R
E
E品
】

白

日

寸

印

日

寸

書一

O
七
瓦

l
一
丘
三
真
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
ロ

東
独
の
T

で
地
改
非
に
つ
い
て
め
詳
細
は
本



ω
豊
田
凹
郎
編
「
西
γ
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
復
活
」
四
一
頁
l
四
二
頁
。

ω
栗
原
百
弄
「
現
代
日
本
農
業
論
」
或
は
「
農
業
問
題
入
門
」
。

川
刊
綿
ハ
令
魁
夫
「
賢
木
主
義
の
発
展
と
農
民
の
階
回
分
化
」
。
東
州
宇
野
つ
日
本
資
本
主
義
と
農
業
」
所
収
。

問
題
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
見
ら
れ
る
。

例
石
渡
貞
地
「
埠
民
分
解
論
」
及
び
「
農
業
理
論
入
門
L
O

の
外
「
農
業
総
合
研
究
」
中
に
こ
の

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
戦
後
強
く
現
象
し
て
来
た
こ
と
が
、

の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
左
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
よ
り
正
確
に
と
い
う
な
ら
ば
戦
前
に
お
い

τも
見
ら
れ
た
傾
向
を
一
層
助
長
促
進

一
部
は
西
ド
イ
ツ
政
府
の
一
連
の
政
策
に
由
来
す
る
も

し
或
は
強
化
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
こ
の
よ
う
に
明
瞭
に
打
出
し
た
基
盤
を
明
維
に
と
ら
え
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ

れ
の
任
務
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
西
ド
イ
ツ
農
業
の
お
か
れ
た
発
展
段
階
を
抽
象
的
に
で
は
な
く
、
具
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
問
題
と
た
る
。
ド
イ
ツ
農
業

日
発
展
図
式
を
、
大
ざ
ヮ
ば
で
は
あ
る
が
生
産
力
発
展
の
祝
点
か
ら
、
一
九
世
紀
中
期
に
は
じ
ま
る
自
然
科
学
、
主
と
し
て
生
物
学
の

発
達
の
農
業
へ
の
導
入
の
時
期
と
、
戦
後
白
急
速
な
一
連
の
モ
ー
タ
ー
化
白
時
期
と
に
わ
け
て
と

b
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
段
階
に

沿
い
て
は
、
労
働
生
産
力
白
発
展
は
士
だ
副
次
的
な
も
の
で
、
土
地
生
産
力
、
即
ち
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
収
穫
量
を
よ
り
多
く
す
る

乙
と
が
亘
要
た
課
題
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
農
業
の
基
本
的
た
構
造
変
化
は
ま
だ
日
程
に
の
ぼ
っ
て
来
た
い
。
労
働
刀
需

要
の
減
少
は
こ
己
で
は
問
題
と
一
な
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
生
物
学
的
進
歩
に
も
と
づ
い
て
の
増
産
が
求
め

b
れ
た
の
で
あ
る
。

己
の
段
階
を

第
二
段
階
と
明
か
に
わ
か
つ
も
の
は
、
畜
hμ

を
モ
ー
タ
ー
に
と
り
か
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第
二
の
段
階
に
お
い

τ発
展
に
決
定
的
と

西
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阻

も
い
う
べ
き
力
を
き
ざ
み
づ
け
た
も
の
は
突
に
こ
の
モ
ー
タ
ー
化
で
あ
っ
た
。
前
段
階
に
沿
い
て
尚
伝
統
を
保
持
し
、
従
η
一
て
生
産
力

の
発
肢
を
制
約
し
て
来
た
諸
要
因
は
こ
こ
で
破
壊
さ
れ
て
来
る
。
即
ち
か
つ
て
基
本
的
要
素
で
あ
っ
た
土
地
と
労
働
刀
と
が
、
他
の
要

菜
、
資
本
に
遣
を
ゆ
づ
り
は
じ
め
る
。
農
業
経
営
は
か
ヮ

τは
も
っ
ぱ
ら
土
地
と
労
働
力
と
の
結
合
如
何
に
か
か
っ
て
い
た
が
、
従
っ

て
そ
の
か
ぎ
り
経
営
白
体
が
一
つ
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
維
持
し
得
た
が
、
漸
次
機
械
モ
の
他
の
経
併
手
段
を
提
供
す
る
他
の
産
業
部
門

ヘ
の
依
存
度
を
高
め
て
来
る
。
同
一
心
生
産
量
に
対
し
て
よ
り
少
い
土
地
と
労
働
力
、
刷
時
に
よ
り
大
な
る
資
本
の
投
下
を
必
要
と
す

る
に
1
4

る
。
こ
の
段
階
の
特
徴
は
従
っ
亡
、
過
去
の
労
働
力
と
土
地
と
の
均
衡
が
破
札
、
労
働
力
需
要
の
減
少
が
、

一
屑
白
生
産
力
の

増
大
に
伴
う
労
働
力
需
要
の
増
大
を
上
ま
わ
る
結
果
と
な
る
点
に
見
ら
れ
る
。
第
二
に
は
資
本
の
流
入
如
何
が
農
業
経
常
発
展
D
進
度

を
決
定
す
る
重
夏
な
要
悶
と
な
る
こ
と
、
従
ワ
℃
自
己
資
金
で
機
械
モ
の
他
の
大
経
併
千
段
主
調
達
す
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
で
あ

る
か
ぎ
り
、
外
部
よ

D
の
資
金
融
通
に
よ

b
ざ
る
を
得
な
い
と
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
西
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
も
、
今
尚
見
b
れ
る
農
民
の

負
債
に
刻
す
る
一
種
の
罪
悪
感
が
捨
て
去
ら
れ
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
。
第
一
二
日
特
徴
と
し
て
は
、
機
械
の
導
入
金
阻
止
す
る
あ

b
ゆ

る
条
件
の
排
除
が
緊
急
必
要
と
た
る
。
水
利
条
件
の
改
善
、
農
遣
の
整
備
、
農
閣
の
大
吉
吉
並
び
に
形
態
に
及
ぶ
大
規
模
な
耕
地
整
理
・

交
換
分
合
が
当
両
せ
る
問
題
と
た
り
、
要
す
る
に
近
代
的
経
常
手
段
臼
合
理
的
使
用
を
許
す
前
提
条
件
が
と
と
の
え
ら
れ
れ
ば
た
ら
な

い
。
第
四
に
こ
白
よ
う
な
令
却
化
を
荷
う
べ
き
経
営
主
体
の
人
聞
の
質
的
向
上
が
強
〈
要
請
せ

b
れ
る
。
以
上
は
い
わ
ば
経
済
上
の
諸

杭
徴
と
も
い
う
へ
き
で
あ
る
が
、
更
に
広
く
社
会
的
に
見
る
場
合
、
家
族
椛
活
必
変
化
が
考
え

b
れ
る
。
従
来
日
複
合
家
族
は
純
粋
た

単
一
家
族
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
又
戦
前
た
拾
多
く
残
存
し
て
い
た
僕
稗
制
度
は
漸
次
消
滅
の
運
命
に
あ
る
。
そ
の
上
農
民
意
識
に
見

b
れ
る
変
化
も
注
目
に
値
す
る
。
か
っ
℃
農
民
、
品
一
識
は
著
し
く
封
鎖
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
古
い
型
の
自
己
泊
足
と
自
己
保
全
に
執
着
し

て
い
た
白
に
対
し
、
現
在
で
は
農
民
は
自
己
の
生
前
態
度

k
b
い
て
、
た
え
ず
農
業
外
心
、
都
市
の
句
ぞ
れ
と
比
較
評
価
す
る
よ
う
に
な



っ
て
米
た
。
伝
統
の
維
持
に
主
と
し
亡
む
け
ら
れ
て
来
た
農
民
の
努
力
が
、
殊
に
経
済
上
白
問
題
に
つ
い
て
は
、
姿
を
消
し
は
じ
め
、

極
め
て
割
り
切
り
た
考
え
方
に
た
つ
よ
う
に
な
フ
た
。
土
地
に
対
す
る
観
念
も
、
重
要
な
収
益
源
泉
と
し
て
の
土
地
と
い
う
主
り
は
、
む

し
ろ
生
れ
故
郷
と
い
り
た
志
味
で
の
生
活
圏
或
は
住
居
を
か
ま
え
る
立
地
と
し
亡
の
み
土
地
主
考
え
る
時
期
が
近
づ
い
て
米
℃
い
る
。

こ
り
ょ
う
た
段
階
を
粘
徴
づ
け
る
第
一
目
指
標
で
あ
る
機
械
化
む
凹
ド
イ
ツ
農
業
に

b
け
る
羽
在
の
状
況
を
検
討
し
よ
う
。
機
械
化

ば
第
ku
表
山
如
く
、

山
発
展
を
最
も
端
的
に
あ
ら
わ
す
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
白
推
移
を
一
九
三
九
年
及
び
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
一
市
す
な
ら

一
九
三
九
年
よ
り
一
九
四
九
年
ま
で
の
十
年
聞
に
約
四
四

0
0
0台
の
増
加
を
小
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
心
に
、

次
の
十
年
間
足
ら
一
ず
白
期
聞
に
は
約
五
九
万
台
の
す
ば
ら
し
い
の
び
を
不
し
て
い
る
。

(也、印
E
C
E目
的
円

Eoω

』与
H
E
H
E
ロF
O
門
間
吉
川
wa

F
Eロ
阻
む
己
ヨ
旦
ω
岳
山
口

E
己
司
。
日
叶
O
E
-
-
、
区
山
田
・
印
日
印
)
こ
れ
を
農
用
地
問
積
階
層
別
に
一

O
O経
営
あ
た
わ

J

ト
ラ
ク
タ
ー
所
有
台

数
を
表
に
作
製
し
亡
示
せ
ば
、
第
八
表
の
如
く

げ
挫

移
一
の
二

推
進
弐
互

の
一
能
主

数

引
|
l
e

h
一
ト
数

5

6

3

2

8

0

8

4

4

8

6

5

D

D

6

1

6

9

2

6

9

一

九
一
問
諮
肌
民
間
出
お
出
訪
問
問
山
間
以
一

表
一
一
周
5
.
5.

.

.

 

E

E

-

-

・

・

・

・

・

一

竺一年一

J
2
E日
誌

は

抗

日

目

日

町

田

町

民

夙

号

m

一

260892 

316827 

403662 

492221 

566931 

西
ド
イ
ツ
の
県
業
構
造
に
つ
い
ζ

第
八
十
六
巻

642243 

で
あ
る
。
己
の
表
は
階
層
別
に
見
た
場
合
明
瞭

に
ど
白
階
層
が
モ
ー
タ
ー
化
を
採
用
し
得
た
か

を
物
語
っ
て
い
る
。
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
は

九
五
い
も
年
に
至
っ
て
尚
百
経
科
目
中
僅
か
に
八
経

営
た
ら
ず
が
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有
す
る
托
す
ぎ

な
い
状
態
に
と
ど
ま
ヮ
て
い
る
の
に
対
し
、
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
階
層
で

は
約
半
分
が
一
台
生
所
有
し
、
更
に
上
層
に
の

じ

第
六
号

五



西
ド
イ
ツ
O
農
業
構
造
に
つ
い
て

農用地階周別 100経営あたりの

トヲグター所有台数

器官~I 山 11951 11953 11554 119 

エ2210叫 0.7
1 

1.9 
1 

3.3
1 

7.7 

5-10 
1 

1.91 5.11 13.0
1
山

1
40.6 

10-20 
1 

6.3 
1 
16.51 制

l
幻 71山

20-50 
1 
26.9 

1 
45.9 

1 
65.2 

1
帥 11112.1 

。以上
|970l|lm6h|

405|1653lmo 

平均 1 3.81 7.21 12.8 i 17.61 却 3

第
八
十
六
巻

ぼ
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
白
台
数
を
ま
し

τhv
る
。
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
は
既

に
一
九
四
九
年
に
各
経
営
が
一
台
づ
つ
を

所
有
し
て
い
た
も
り
が
、
五
七
年
に
は
各

三
一
台
以
上
を
そ
な
え
て
い
る
。
だ
が
増

加
山
趨
勢
に
つ
い
て
平
均
値
主
上
ま
わ
る

も
の
は
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
三
階
層

で
あ
る
。
五

O
ヘ
グ
タ
ー
ル
以
上
白
も
の

が
増
加
趨
勢
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
の
は
、

の
へ
の
指
向
と
、
整
備
が
-
九
凶
九
年
に
一
段
落
を
つ
げ
て
い
る
こ
と
、
更
に
ト
ラ
グ

つ
ぎ
に

ω
べ
る
よ
う
に
よ
り
高
度
な
る
も

第 8表タ
ー
の
馬
力
数
に
お
い
て
小
経
営
と
異
る
た
め
で
も
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

更
K
l
ラ
ク
タ
ー
よ
り
大
製
自
機
械
で
あ
る
コ
ン
バ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
不

十
分
な
統
計
で
は
あ
る
が
、
上
掲
統
計
書
、
五
七
頁
を
利
用
す
る
。

一
九
五
八
年
に
お

け
る
農
業
経
営
の
個
人
所
有
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
統
計
は
六
回
二
、
二
四
三
台
、
即
ち
経

営
総
戸
数
一
七
凶
四
一

υ
0
0戸
ι対
し
三
分
の
一
主
上
廻
る
状
態
に
比
べ
て
、
ト
ラ
ク

タ
ー
と
は
一
ま
わ
り
大
型
の
機
械
コ

Y

パ
イ

γω
場
合
は
、
同
じ
一
九
五
八
年
総
台
数

三
七
回

コンパイン台数の推移

生存

総

:lzliiil 
第9表

農業経営における個人所有台数

第
六
号

計

149 124 15 10 1949 

1382 

2486 

83 

241 

554 

9

0

0

 

1

2

4

 

206 

332 

1074 1952 

1953 

4323 565 

1891 

3164 

1272 

1898 

534 

1094 

85 

172 1954 

7758 

12898 

斗

18000 

21，叩

1055 966 I 90 5647 2850 2292 505 1955 

1956 

1957 

19，8 



一
二
五

O
Oに
す
ぎ
な
い
。
経
営
規
模
別
で
見
れ
ば
、
一
九
五
五
年
、
二

O
へ
グ
タ
ー
ル
以
下
僅
か
に
五

O
五
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

併
し
な
が

b
、
注
目
さ
る
べ
き
は
、
子
ラ
ク
タ
ー
と
こ
と
な
り
、
コ
ン
パ
イ
ソ

D
導
入
は
著
し
く
お
く
れ
一
九
四
九
乍
に
よ
う
や
く
一

四
九
台
所
有
と
い
う
有
様
で
あ
る
こ
と
、
背
広
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
火
有
、
或
は
協
同
組
合
所
有
が
か
友
h
ノ
臼
ウ
ェ
イ

ト
を
し
め
、
し
か
も
そ
の
増
加
白
趨
勢
は
個
人
所
有
田
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
大
で
あ
る
ζ

と
、
今
一
つ
雇
用
労
働
者
に
よ
る
企
業
型
農
業

経
営
の
所
有
台
数
が
一
九
五
五
年
一

O
五
五
と
総
台
数
の
約
七
分
の
一
を
占
め
て
治
り
、
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
白
個
人
経
営
と
別
個

の
企
業
型
組
織
に
よ
る
経
蛍
の
有
す
る
コ
て
ハ
イ
ン
が
明
瞭
に
数
値
に
浮
び
上
っ
て
来
て
い
る
こ
と
な
ど
特
筆
す
匂
へ
き
で
あ
ろ
う
。
尚

五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
用
地
雨
積
の
経
営
総
戸
数
が
ニ
ハ
、
二

O
O戸
げ
い
す
ぎ
ず
、
コ

γ
パ
イ
ン
が
穀
作
を
対
象
と
し
て
い

τ、

一
九
五
五
年
穀
作
用
地
面
積
は
前
掲
連
邦
統
計
書
(
日
】
『
出
・
ロ

H
u
g
m
H
U
U
)

に
上
れ
ば
、
四
九
一
四
、

七
八
五
ヘ
ク
タ
l

ル
で
全
農
用
地
面
積
の
三
分
の
一
余
り
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
加
え

τ、
個
人
所
有
又
は
モ
の
他
の
形
態
に
お
い
て
、
五

O
へ
ク
タ
I

ル
以
上
白
大
経
蛍
に
は
殆
ん
ど
そ
左
え

b
れ
て
い
る
と
考
え
て
誤
り
は
在
い
で
あ
ろ
う
。

わ
た
く
し
は
、
己
の
ト
ラ
ク
タ
ー
と
コ

γ
パ
イ
ン
の
台
数
に
あ
ら
わ
れ
た
相
異
を
西
ド
イ
ツ
心
現
在
に
お
け
る
農
業
機
械
化
心
段
階

と
現
在
に
わ
け
る
そ
の
限
界
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
西
ド
イ
ツ
農
業
の
機
械
心
過
程
は
今
そ
の
第
-
段
階
を
通
過
し

τ

い
る
白
で
あ
っ
て
、
第
二
段
階
に
達
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ば
過
渡
期
の
機
械
化
段
階
と
W
う
守
へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
農
業
労
働
力
の
発
展
の
過
程
に
お
い
て
も
同
様
に
よ
み
と

b
れ
る
筈
で
あ
る
。
第
四
表
主
今
一
度
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
九
二
五
年
或
は
一
九
三
九
年
よ
り
一
覧
し
て
何
等
の
例
外
な
く
、
家
族
労
働
力
に
ゐ
い
て
も
、
一
一
雇
用
労
働
力
k
b
い
て
も
、
常
就
的

し
な
労
働
力
が
減
少
し
て
、
モ
れ
と
正
に
反
対
に
、
非
常
就
的
な
労
働
刀
は
家
族
労
働
力
、
雇
用
労
働
力
共
に
、
こ
れ
又
何
等
の
例
外
注

く
、
殆
ん
ど
同
一
歩
調
を
以

τ、
増
大
し
つ
づ
け
て
い
る
。

一
九
三
九
年
を
出
発
点
と
し
て
と
れ
ば
、
常
就
的
労
働
力
は
実
に
一
三
七

西
ド
イ
ツ
の
決
業
構
造
に
つ
い
て

第
八
十
六
巻

七
五

第
六
号

士二



西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
う
い
て

第
八
十
六
巻

一
七
六

第
プミミ

号

ノt、

と

0
0
0人
の
減
少
を
来
し
て
い
る
の
に
対
し
、
非
常
就
的
労
働
力
は
逆
に
五
コ
一
三

0
0
0人
だ
け
附
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
機

械
化
の
第
一
段
階
に
お

W
て
、
機
械
化
過
程
の
進
行
に
従
ヲ
て
、

一
方
に
お
い
て
幣
就
的
労
働
力
に
対
す
る
需
要
の
減
少
を
柄
来
す
る

と
同
時
に
、
主
と
し
て
生
産
行
程
の
全
般

rわ
た
る
高
度
の
機
械
化
が
貫
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
時
季
に
応
じ
て
、
非
常
就
的
労
働
力

に
刻
す
る
需
要
由
増
大
が
生
れ
て
く
る
も
白
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
六
年
/
五
七
年
か

b
一
九
五
七
年
/
五
八
年
に
例
外
的

K
許
常

就
的
家
族
労
働
力
が
三
八

0
0
0人
減
少
し
て
、
非
常
就
的
雇
用
労
働
刀
は
依
然
と
し
て
九

0
0
0人
増
を
示
し
て
い
る
と
と
が
何
を

意
味
す
る
か
、
そ
の
後
の
推
移
如
何
に
よ
っ
て
は
注
目
に
足
る
現
象
と
い
え
よ
う
。

ω
一
九
五
三
年
一

O
月
二

O
目
的
連
邦
議
会
に
お
い
て
ア
デ
ナ
ウ
ア
1
首
相
は
改
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。
「
基
本
的
な
困
難
の
一
つ
の
源
泉
北
、

今
日
の
農
業
構
造
で
あ
る
。
全
部
で
、
凹

0
0万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
而
積
の
う
ち
、
な
お
七

0
0万
へ
グ
タ
ル
は
再
配
分
を
必
要
之
ず
る
。

す
な
わ
ち
わ
が
国
の
晶
沼
地
面
積
の
半
ば
は
著
し
く
細
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
労
働
生
産
性
を
増
大
さ
せ
る
べ
き
機
械
化
は
相
蛮
ら
ず
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
を
得
な
い
り
で
あ
る
己

こ
こ
に
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
首
相
の
「
農
業
構
造
改
善
し
の
構
想
は
、
当
時
な
お
農
相
で
あ
つ
た
リ
ユ
プ
ケ
に
よ
勺
て
具
体
化
さ
れ
た
が
、

彼
の
弔
を
ふ
し
て
、
「
リ
ユ
プ
ケ
.
プ
ヲ
ン
」
片
、
或
は
「
リ
ユ
プ
ケ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
帥
軸
引
後
白
一
連
の
重
要
農
業
閤
係
法
樟
、

即
ち
ω付υ此
農
同
地
小
作
法
(
口

mE
戸

5ω
阿

Fド俗
EロE《己身
ε凶』ぜ同町官】記PE。冒
凹
唱
0ω宮ぬ且け官
N)
一
九
五
一
年
三
月
、
伺
農
業
柏
民
促
進
法
(
ロ

E
。
。
目
官

NE巨耳H
同目内凶

d5
司=H1抗目。
U
且己】おの島F宮∞
Eロ
印
呂
己
ロ
ロ
巴
一
九
五
一
一
一
年
、
同
耕
地
整
理
法
(
ロ

E
司

E
号
2
2口
四
百
四
品
2
1
6
一
九
五
三
年
七
月
、
同
新
不
動
産
取
引
法

(ロ

E
E
E
口
E
E耳
宮
古

ZHWOVHω
円

2
E
)
一
九
五
四
年
七
月
、
同
市
場
整
備
法
(
豆

OHPFHroEEHMmm明
白
官
。
〉
一
九
五

O
年
一
一
月

一
九
五
一
年
四
月
、
料
農
業
基
本
誌
(
回
目
円
お
ロ

C421m己
E
医師四

E
Z
C
一
九
五
五
年
九
月
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
つ
ら
ぬ
〈
基
本
線
と
い
え

ば
、
経
営
地
り
統
合
肱
大
、
耕
地
の
岡
地
化
、
小
作
地
流
通
の
促
進
に
よ
る
自
立
的
経
営
。
創
出
き
あ
り
、
「
リ
ュ
プ
ケ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
ら

れ
た
農
業
構
造
の
改
善
に
つ
な
が
る
。
即
も
具
体
的
に
は
、
健
全
な
農
業
桂
信
、
近
代
的
技
術
で
整
備
さ
れ
た
合
連
酌
経
営
の
可
能
な
農
家
を
、
強

力
的
に
つ
く
り
出
す
こ
し
乙
ど
い
わ
れ
て
い
る
。



四

以
上
わ
た
く
し
は
、
現
在
西
ド
イ
ツ
に
治
け
る
農
業
構
造
が
ど
の
よ
う
た
も
の
で
あ
る
か
、
又
主
と
し
て
一
九
四
九
年
以
後
ど
白
ょ

う
た
動
向
を
辿
っ
て
来
た
か
を
、
統
計
数
値
に
よ
ヮ
て
の
ペ

τ来
た
。
と
れ
を
現
象
形
態
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
モ
れ
は
明
ら
か
に

h

わ
ゆ
る
家
族
型
農
家
A

中
農
回
世
へ
の
集
中
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
わ
た
〈
し
は
こ
の
傾
向
が
決
し

τ
一
つ
り
固
定
的
な

も
D
L
は
考
え
た
い
。
上
の
論
述
に
沿
い
て
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
モ
れ
は
正
に
機
械
化
過
程
の
第
一
段
階
に
現
象
す
る
も
の
で
あ
っ

亡
、
モ
れ
は
常
に
第
二
段
階
へ
白
前
進
の
展
望
主
も
ち
、
又
そ
の
た
め
の
可
能
性
を
準
備
し
て
い
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
過
渡
期
比
あ
ら

わ
れ
る
一
汎
象
と
考
え

b
れ
る
。
こ
の
過
渡
期
は
時
期
的
に
は
か
な

p
長
期
に
わ
た
る
と
も
見
b
れ
る
が
、
そ
れ
が
過
渡
期
で
あ
る
と

と
に
は
変
U
は
な
い
。
こ
の
過
渡
期
に
お
い
て
肥
大
し
た
中
農
用
は
機
械
そ
の
他
生
産
手
段
購
入
に
よ
り
も
た
b
さ
れ
た
負
俸
に
よ
り
、

或
る
も
の
は
再
び
よ
り
下
層
K
転
落
し
、
モ
の
二
郎
白
も
の
は
資
本
主
義
的
経
営
に
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
可

変
資
本
の
縮
小
と
不
変
資
本
の
地
大
と
い
う
観
点
に
立

τば
、
西
ド
イ
ツ
農
業
が
一
段
と
高
度
作
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、

従
っ
と
農
業
生
産
白
社
会
化
過
程
は
つ

b
ぬ
い
亡
い
る
。
こ
れ
を
助
け
る
も
の
に
、
農
業
の
モ
ー
タ
ー
化
、
家
族
構
成
の
単
純
化
、
耕

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
の
団
地
化
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
の
段
階
に
お
い
て
は
単
一
家
族
の
労
働
力
を
中
心
に
、
己
れ
に
可
能
を
範
開
内
で
白
機
械
化
が

一
定
の
限
界
内
で
の
生
産
の
社
会
化
が
桁
わ
れ

τお
り
、
適
当
た
表
現
で
は
な
い
が
、
工
業
部
門
で
の
概

念
を
こ
れ
に
あ
て
は
め
て
考
え
れ
ば
、
農
業
は
よ
う
や
く
マ
一
一

u

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
に
達
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
む
よ

う
に
生
産
の
社
会
化
が
進
め

b
れ
て
、
モ
れ
が
農
業
パ
生
産
力
の
発
展
を
モ
れ
以
土
治
し
上
げ
得
た
い
と
こ
ろ
で
、
生
産
の
共
問
化
或
は

大
規
模
な
工
場
生
産
型
の
農
業
主
打
出
す
己
と
に
た
る
。
こ
の
志
味
で
は
前
に
か
か
げ
た
斗

γ
パ
イ
ン
の
台
数
を
一
市
ず
第
九
表
が
ま
己

西
ド
イ
ツ
の
農
業
構
造
に
つ
い
亡

第
八
十
六
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ツ
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設
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い
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号

() 

と
に
示
唆
的
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
は
、
四

l
イ
ツ
農
業
政
策
の
方
向
と
そ
の
実
際
の
運
営

農
業
構
造
改
善
」
計
画
が
ベ
ー
タ
l
・
ヘ
ス
の
い
う
よ
う
に
、
近
代
的
な

に
か
か
る
と
己
ろ
大
で
あ
る
己
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
農
民
追
放
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

h
T
が
て
農
民
白
階
層
分
化
の
激
化
と
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
筈
で
あ
る
し
、

の
主
張
す
る
よ
う
に
、

へ
ル
マ
ン
・
。
フ
リ

1
ベ

「
農
民
型
の
高
度
に
機
械
化
さ
れ
た
輪
栽
式
経
常
L

で
あ
れ
ば
、
農
民
の
階
層
分
化
は
そ
の
波
長
を
低
〈
長
く

十
る
結
果
と
在
る
で
あ
ろ
う
。

ω
西
ド
イ
ツ
決
業
に
見
ら
れ
る
良
債
は
一
九
四
九
年
三
、

O
九

O
百
万
ド
イ
ツ

E

マ
ル
ク
か
ら
一
九
五
四
年
六
、
二

0
0百
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に

ふ
え
て
い
る
。
詳
細
は
同
日
ロ
2
k
r己伸一
m
p
p
I
O
凹

ω日
戸
官

ω】

1
2
2
国
S
F
Nロ
世
臣
官
ロ
司
HP四
3
ι
2
2
E
E
E
骨

m
者
E
E
E
Z
F
S
F
m
E
5
1
m
o
y
Eけ

g
h
F
骨
目

N
省、
E
百
ロ
巧
巴
再
ロ
晶
、

巴
O己
Z
n
u
o
〉同州

P
Q
O
B
5
仏
日
当
日
ω
O
B
n
E片付。ロ
N
同

国

2
↓

E
V
F
Hげ
戸

O
V
Q
S
E
E
E
d汁
∞
宮
門

432mnvmH町
立
妥
当
語
口
ωの
U
E件
。
口
出
向
ロ
仏

H

HU2戸
。
自
己
OH}υorcmnvoロ
D
W
O
g
H
B
m
苫
l
同
区
そ
の
中
で
へ
ス
は
良
業
桝
造
の
改
苦
は
民
主
的
士
地
改
革
の
厳
密
な
反
対
物
で
あ
り
、

い
わ
ば
近
代
的
な
民
民
追
技
で
あ
る
と
の
ぺ
、
そ
れ
は
、
「
西
ド
イ
ツ
独
占
資
本
は
凶
什
市
場
を
最
大
限
に
拡
大
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

酉
ヨ

l
ロ
ヴ
ハ
に
西
ド
イ
ツ
官
国
主
読
む
支
配
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ラ
白
由
化
政
置
は
、
外
国
と
の
腕
争
肥
大
刀
打
出
来
る
士
め
に
農
業
生

産
力
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
治
的
な
観
点
か
ら
も
農
業
生
産
力
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
制
度
と

資
本
主
義
制
度
の
政
争
が
ず
イ
ツ
の
国
土
で
そ
の
優
劣
を
き
そ
う
の
で
あ
る
ロ
」
と
の
論
拠
に
立
っ
て
い
る
。
徹
底
し
た
農
民
追
放
に
よ
ら
な
け
れ

ば
、
資
本
主
義
的
な
農
業
生
産
自
集
約
化
は
う
ま
れ
て
来
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
ぐ
四
-
m
y
p
G
印

団

寸

戸

田

国

-

ω
へ
ル
マ
ン
・
プ
リ
I
ベ
は
一
九
五
八
年
一
月
ポ
ゾ
む
近
郊
、
パ

l
ド

コ

l
ア
ス
ベ
ル
ク
に
お
い
て
行
わ
れ
た
社
会
的
市
場
経
済
推
進
協
議
会
第

十
回
大
会
に
お
い
て
「
構
造
発
肢
の
可
能
性
と
限
訓
」
と
題
し
て
、
「
農
業
構
造
改
善
」
政
策
の
基
礎
に
よ
こ
た
わ
る
基
本
的
思
旭
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
彼
の
根
本
的
立
場
は
農
業
。
構
造
詣
岐
に
は
二
つ
り
掴
具
る
方
向
日
存
在
し
、
第
一
は
有
機
的
成
長
の
瓶
挫
で
あ
り
、
他
は
輩
命
的
変
革
円
一

組
型
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
常
に
、
東
ド
イ
ツ
白
農
業
と
同
ド
イ
ツ
む
農
業
と
の
対
抗
か
念
到
に
お
い
て
い
て
、
コ
ル
市
1
1

明
白
発
展
と
西
ド
イ
ツ
円
目
立
的
家
族
型
農
場
に
よ
る
尭
民
と
の
二
つ
の
方
式
の
比
較
考
ー
が
そ
り
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
い
わ
ば
古
川
め
ら
れ



た

ν
ヘ
ル
で
の
「
良
家
経
新
前
」
、
両
日
州
経
済
白
発
注
せ
る
段
階
に
お
け
る
「
決
民
経
済
の
間
二
削
」
の
主
張
者
と
い
え
よ
う
。
そ
の
理
論
の
中
に
は

ヱ
ド
ア
ル
ド
・
ダ
ピ
イ
ヴ
ド
の
「
社
会
主
義
と
産
業
」
に
よ
っ
て
艮
関
さ
れ
た
「
農
業
有
機
的
生
産
説
」
を
と
り
入
れ
ら
れ
、
又
チ
ャ
ヤ
ノ
フ
の

「
小
決
浬
諭
」
の
考
え
方
も
一
部
見
ら
れ
る
ロ
伎
は
困
ド
イ
ツ
農
業
の
生
産
力
担
当
者
と
し

τ
「
農
民
型
の
高
度
に
機
械
化
さ
れ
た
輪
栽
式
経
営
L

(
U日

UOの
U
B
R官
日
ω
5
2
0
明
日
早
伴
者
2
E
o
F
O汁門戸。
σ

Z

5

ュz
v
o
H
H
V
E山口ロ
m)
な
ゐ
一
つ
の
理
想
俸
を
え
が
い
て
い
る
。
こ
の
経
蛍
が
、

農
業
の
現
花
込
の
完
肢
に
お
け
る
一
つ
り
最
高
町
一
形
態
で
あ
る
と
彼
は
の
べ
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
況
在
の
農
業
は
こ
の
形
態
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、

又
近
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
の
詳
細
に
つ
い
て
は
折
を
見
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

4

〈
回
目
出
向
日
mwロロ

HUロ
o
σ
p
a
冨
α同戸宮町
l

woH件
。
ロ
日
丘
町
HOUNOロ
仏
日
印
Z
胃
g
T
O
E
d司
H
O
E
E凶側、

E

U
出
口
町
O
N
Z
H
印
♀
σ
E
E
E
m
E
H
告。

Fmwロ
P
E
H官
。
U
且
仲
こ
一
呂
町
∞

回
ド
イ
ツ
の
農
業
桝
造
に
つ
い
て

第
八
十
六
巻

七
九

第
六
号


